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和
歌
山
教
区
で
は
、
浄
土
真

宗
本
願
寺
派
社
会
福
祉
推
進
協

議
会
和
歌
山
教
区
支
部
（
社
推

協
）
が
中
心
と
な
り
、
社
会
福

祉
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
歳

末
助
け
合
い
募
金
と
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
行
っ
た
。

　

■
歳
末
助
け
合
い
街
頭
募
金

　

昨
年
12
月
１
日
の
歳
末
助
け

合
い
街
頭
募
金
で
は
、
社
推
協

の
呼
び
掛
け
に
応
じ
た
教
区
内

僧
侶
・
門
徒
54
人
が
、
Ｊ
Ｒ
和

歌
山
駅
中
央
口
と
和
歌
山
市
駅

前
広
場
に
分
か
れ
、
募
金
を
呼

び
掛
け
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
８
万
１
５

１
５
円
は
、
社
会
福
祉
法
人
・

読
売
光
と
愛
の
事
業
団
に
寄
託

さ
れ
、
被
災
地
支
援
事
業
や
障

害
者
の
福
祉
、
子
ど
も
の
福
祉

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
福
祉
事

業
に
活
用
さ
れ
る
。

　

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

昨
年
11
月
27
日
、
鷺
森
別
院

報
恩
講
４
日
目
の
正
午
か
ら
、

社
推
協
が
主
催
し
て
恒
例
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
。

　

本
堂
の
一
角
に
は
教
区
内
の

僧
侶
、
門
徒
ら
が
出
品
し
た
衣

類
や
食
器
な
ど
の
生
活
用
品
が

数
多
く
並
べ
ら
れ
、
こ
の
日
が

参
拝
奨
励
日
だ
っ
た
仏
教
婦
人

会
の
会
員
ら
は
熱
心
に
品
定
め
。

バ
ザ
ー
会
場
は
活
気
を
呈
し
た
。

　

こ
の
日
の
売
上
げ
は
、
８
万

７
３
７
６
円
。
「
敬
老
の
日
の

お
祝
い
」
や
「
被
災
地
支
援
・

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な

ど
の
社
推
協
の
活
動
資
金
と
し

て
使
わ
れ
る
。

社
会
福
祉
の
推
進
呼
び
掛
け
る

社
会
福
祉
の
推
進
呼
び
掛
け
る

和
歌
山
教
区
が
街
頭
募
金
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

日
高
組
で
昨
年
12
月
11
日
、

蓮
専
寺
（
日
高
町
由
良
里
）
を

会
場
に
組
報
『
ひ
か
り
』
１
０

０
号
発
刊
記
念
法
座
が
開
催
さ

れ
、
組
内
僧
侶
・
門
信
徒
80
人

が
出
席
し
た
。

　

日
高
組
で
は
、
組
内
僧
侶
が

編
集
委
員
と
な
り
、
多
く
の
ご

門
徒
に
組
の
教
化
活
動
に
つ
い

て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

法
座
や
研
修
会
へ
の
参
加
の
奨

励
に
な
る
も
の
を
作
ろ
う
と
、

１
９
８
３
年
８
月
１
日
に
組
報

『
ひ
か
り
』
第
１
号
を
発
行
。

以
降
33
年
間
、
年
３
回
の
発
行

を
守
り
続
け
、
２
０
１
６
年
11

月
に
第
１
０
０
号
を
迎
え
た
。

　

こ
の
間
、
時
代
の
変
化
と
と

も
に
紙
面
の
カ
ラ
ー
化
、
ご
門

徒
か
ら
の
投
稿
記
事
や
ク
イ
ズ

を
載
せ
る
な
ど
、
読
者
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
編
集
方

針
を
見
直
し
た
。
ま
た
、
ご
門

徒
が
自
宅
に
居
な
が
ら
お
法
り

を
聞
け
る
よ
う
に
と
、
各
寺
院

が
文
書
伝
道
に
活
用
で
き
る
紙

面
へ
と
変
更
が
重
ね
ら
れ
た
。

　

こ
の
編
集
に
携
わ
り
試
行
錯

誤
す
る
こ
と
が
、
日
高
組
の
僧

侶
ら
の
研
さ
ん
や
交
流
の
場
に

な
り
、
現
在
の
日
高
組
を
支
え

て
い
る
。

　

記
念
法
座
は
、
記
念
式
典
と

記
念
法
話
の
２
部
構
成
で
行
わ

れ
た
。
記
念
式
典
は
、
連
研
を

修
了
し
た
ご
門
徒
に
よ
る
巡
讃

で
正
信
念
仏
偈
を
お
勤
め
し
開

式
。
続
い
て
、
第
９
期
門
徒
推

進
員
養
成
連
続
研
修
会

修
了
者
に
対
し
、
中
岡

順
忍
和
歌
山
教
区
教
務

所
長
が
修
了
証
を
授
与
。

そ
の
後
、
『
ひ
か
り
』

１
０
０
号
ま
で
の
歩
み

が
紹
介
さ
れ
た
。

　

記
念
法
話
で
は
、
相

愛
大
学
准
教
授
の
佐
々
木
隆
晃

さ
ん
が
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
ご
本

願
を
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

い
言
葉
で
お
取
り
次
ぎ
し
た
。

　

記
念
法
座
の
参
加
者
と
運

営
に
当
た
っ
た
ス
タ
ッ
フ
ら

は
、
『
ひ
か
り
』
発
行
に
携

わ
っ
て
き
た
先
人
方
の
ご
苦
労

を
し
の
び
、
あ
ら
た
め
て
今
後

の
末
永
い
発
行
継
続
を
願
う
と

と
も
に
、
こ
の
日
の
法
縁
を
共

に
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。

組
報
『
ひ
か
り
』
100
号
発
刊
記
念
法
座

組
報
『
ひ
か
り
』
100
号
発
刊
記
念
法
座

組
報
『
ひ
か
り
』
100
号
発
刊
記
念
法
座

組
報
『
ひ
か
り

組
報
『
ひ
か
り
』
10100
号
発
刊
記
念
法
座

号
発
刊
記
念
法
座

年
３
回
発
行
、33
年
間
積
み
重
ね

日高組日高組

街頭で募金の呼びかけ

１
９
８
３
年
発
行
の
『
ひ
か
り
』
第
１
号

連
研
修
了
者
が
巡
讃
し
正
信
念
仏
偈
を
お
勤
め
（
日
高
組
蓮
専
寺
）

　

み
の
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（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

「
諸
行
無
常
」
と
は
、
こ
の
世

界
の
す
べ
て
の
物
事
は
一
瞬
も

と
ど
ま
る
こ
と
な
く
移
り
変
わ
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

「
縁
起
」
と
は
、
そ
の
一
瞬
ご

と
に
す
べ
て
の
物
事
は
、
原
因

や
条
件
が
互
い
に
関
わ
り
あ
っ

て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
真
実

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
世
界
の
あ
り
方
の
中
に
は
、

固
定
し
た
変
化
し
な
い
私
と
い

う
も
の
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
の
あ

り
の
ま
ま
の
真
実
に
気
づ
か
ず
、

自
分
と
い
う
も
の
を
固
定
し
た

実
体
と
考
え
、
欲
望
の
赴
く
ま

ま
に
自
分
に
と
っ
て
損
か
得
か
、

好
き
か
嫌
い
か
な
ど
、
常
に
自

己
中
心
の
心
で
物
事
を
捉
え
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
自
分
の

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
こ
と
で

悩
み
苦
し
ん
だ
り
、
争
い
を
起

こ
し
た
り
し
て
、
苦
悩
の
人
生

か
ら
一
歩
た
り
と
も
自
由
に
な

れ
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に

真
実
に
背
い
た
自
己
中
心
性
を

仏
教
で
は
無
明
煩
悩
と
い
い
、

こ
の
煩
悩
が
私
た
ち
を
迷
い
の

世
界
に
繋
ぎ
止
め
る
原
因
と
な

る
の
で
す
。
な
か
で
も
代
表
的

な
煩
悩
は
、
む
さ
ぼ
り
・
い
か

り
・
お
ろ
か
さ
の
三
つ
で
、
こ

れ
を
三
毒
の
煩
悩
と
い
い
ま
す
。

　

親
鸞
聖
人
も
煩
悩
を
克
服
し
、

さ
と
り
を
得
る
た
め
に
比
叡
山

で
20
年
に
わ
た
り
ご
修
行
に
励

ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
れ

ほ
ど
修
行
に
励
も
う
と
も
、
自

ら
の
力
で
は
断
ち
切
れ
な
い
煩

悩
の
深
さ
を
自
覚
さ
れ
、
つ
い

に
比
叡
山
を
下
り
、
法
然
聖
人

の
お
導
き
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
如

来
の
救
い
の
は
た
ら
き
に
出
遇

わ
れ
ま
し
た
。
阿
弥
陀
如
来
と

は
、
悩
み
苦
し
む
す
べ
て
の
も

の
を
そ
の
ま
ま
救
い
、
さ
と
り

の
世
界
へ
導
こ
う
と
願
わ
れ
、

そ
の
願
い
通
り
に
は
た
ら
き
続

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
仏
さ
ま

で
す
。
こ
の
願
い
を
、
本
願
と

い
い
ま
す
。
我
執
、
我
欲
の
世

界
に
迷
い
込
み
、
そ
こ
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
私
を
、
そ
の
ま
ま

の
姿
で
救
う
と
は
た
ら
き
続
け

て
い
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
如
来

の
ご
本
願
ほ
ど
、
有
り
難
い
お

慈
悲
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

今
こ
こ
で
の
救
い
の
中
に
あ
り

な
が
ら
も
、
そ
の
お
慈
悲
ひ
と

す
じ
に
お
任
せ
で
き
な
い
、
よ

ろ
こ
べ
な
い
私
の
愚
か
さ
、
煩

悩
の
深
さ
に
悲
嘆
せ
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
阿
弥
陀
如
来
の
ご

本
願
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
自
分
本
位
に
し
か
生
き

ら
れ
な
い
無
明
の
存
在
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
で
き
る

限
り
身
を
慎
み
、
言
葉
を
慎
ん

で
、
少
し
ず
つ
で
も
煩
悩
を
克

服
す
る
生
き
方
へ
と
つ
く
り
変

え
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
そ
れ

は
例
え
ば
、
自
分
自
身
の
あ
り

方
と
し
て
は
、
欲
を
少
な
く
し

て
足
る
こ
と
を
知
る
「
少
欲
知

足
」
で
あ
り
、
他
者
に
対
し
て

は
、
穏
や
か
な
顔
と
優
し
い
言

葉
で
接
す
る
「
和
顔
愛
語
」
と

い
う
生
き
方
で
す
。
た
と
え
、

そ
れ
ら
が
仏
さ
ま
の
真
似
事
と

い
わ
れ
よ
う
と
も
、
あ
り
の
ま

ま
の
真
実
に
教
え
導
か
れ
て
、

そ
の
よ
う
に
志
し
て
生
き
る
人

間
に
育
て
ら
れ
る
の
で
す
。
こ

の
こ
と
を
親
鸞
聖
人
は
門
弟
に

宛
て
た
お
手
紙
で
、
「
（
あ
な

た
方
は
）
今
、
す
べ
て
の
人
び

と
を
救
お
う
と
い
う
阿
弥
陀
如

来
の
ご
本
願
の
お
心
を
お
聞
き

し
、
愚
か
な
る
無
明
の
酔
い
も

次
第
に
さ
め
、
む
さ
ぼ
り
・
い

か
り
・
お
ろ
か
さ
と
い
う
三
つ

の
毒
も
少
し
ず
つ
好
ま
ぬ
よ
う

に
な
り
、
阿
弥
陀
仏
の
薬
を
つ

ね
に
好
む
身
と
な
っ
て
お
ら
れ

る
の
で
す
」
と
お
示
し
に
な
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
い
へ
ん
重
い

ご
教
示
で
す
。

　

今
日
、
世
界
に
は
テ
ロ
や
武

力
紛
争
、
経
済
格
差
、
地
球
温

暖
化
、
核
物
質
の
拡
散
、
差
別

を
含
む
人
権
の
抑
圧
な
ど
、
世

界
規
模
で
の
人
類
の
生
存
に
関

わ
る
困
難
な
問
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
原
因
の

根
本
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
真
実

に
背
い
て
生
き
る
私
た
ち
の
無

明
煩
悩
に
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
私
た
ち
は
こ
の
命
を
終
え

る
瞬
間
ま
で
、
我
欲
に
執
わ
れ

た
煩
悩
具
足
の
愚
か
な
存
在
で

あ
り
、
仏
さ
ま
の
よ
う
な
執
わ

れ
の
な
い
完
全
に
清
ら
か
な
行

い
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
仏
法
を
依
り
ど
こ
ろ

と
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
で
、

私
た
ち
は
他
者
の
喜
び
を
自
ら

の
喜
び
と
し
、
他
者
の
苦
し
み

を
自
ら
の
苦
し
み
と
す
る
な
ど
、

少
し
で
も
仏
さ
ま
の
お
心
に
か

な
う
生
き
方
を
目
指
し
、
精
一

杯
努
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
人
間

に
な
る
の
で
す
。

　

国
の
内
外
、
あ
ら
ゆ
る
人
び

と
に
阿
弥
陀
如
来
の
智
慧
と
慈

悲
を
正
し
く
、
わ
か
り
や
す
く

伝
え
、
そ
の
お
心
に
か
な
う
よ

う
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
行
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
他
と
も

に
心
豊
か
に
生
き
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
の
幸

せ
の
た
め
、
実
践
運
動
の
推
進

を
通
し
、
と
も
に
確
か
な
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
10

月
１
日

ご親教を述べられる専如門主（本願寺新報社提供）
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■
元
旦
会　

１
月
１
日
午
前

０
時
30
分
ご
ろ
（
除
夜
の
鐘
終

了
後
）
か
ら
新
年
最
初
の
お
勤

め
で
あ
る
元
旦
会
を
本
堂
で
。

　

正
信
偈
を
お
勤
め
後
、
中
岡

順
忍
輪
番
が
年
頭
あ
い
さ
つ
。

　

■
春
季
彼
岸
会
・
御
坊
市
日

高
郡
戦
傷
病
没
者
追
悼
法
要　

　

３
月
22
日
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
春
季
彼
岸
会
が
勤
修
さ
れ

る
。
本
堂
で
仏
説
阿
弥
陀
経
を

お
勤
め
し
、
藤
真
照
師
の
法
話
。

御
坊
市
日
高
郡
戦
傷
病
没
者
追

悼
法
要
を
併
修
。

（
本
願
寺
日
高
別
院　

御
坊
市

御
坊
１
０
０
）

１
月
１
日　

修
正
会
・
元
旦
会

１
月
９
〜
16
日  

御
正
忌
報
恩
講

１
月
15
日　

65
回
本
山
成
人
式

２
月
７
日　

如
月
忌
、
住
職
補

任
研
修

２
月
８
日　

住
職
補
任
式

３
月
７
〜
14
日　

伝
灯
奉
告
法

要
（
第
５
期
）

３
月
17
〜
23
日　

春
季
彼
岸
会

３
月
28
〜
４
月
４
日　

伝
灯
奉

告
法
要
（
第
６
期
）

１
月
17
〜
19
日　

寺
族
女
性
会

研
修
旅
行
（
台
湾
）

１
月
22
日　

門
徒
総
代
会
剪
定

奉
仕
（
鷺
森
別
院
）

２
月
１
日　

ビ
ハ
ー
ラ
和
歌
山

委
員
会
（
鷺
森
別
院
）

２
月
４
〜
５
日　

第
３
連
区
門

徒
推
進
員
実
践
運
動
研
修
会

（
大
阪
教
区
）

２
月
４
日　

勤
式
講
習
会
（
鷺

森
別
院
）

２
月
９
〜
10
日　

第
３
連
区
青

年
布
教
使
研
修
会
（
大
阪
教
区
）

２
月
11
日　

寺
族
青
年
連
盟
研

修
会
（
日
高
別
院
）

２
月
16
日　

仏
教
婦
人
会
連
盟

清
掃
奉
仕
（
鷺
森
別
院
）

２
月
19
日　

門
徒
総
代
会
組
活

動
推
進
事
業
（
西
正
寺
）

２
月
20
日　

少
年
連
盟
委
員
会

（
鷺
森
別
院
）

２
月
21
日　

第
３
連
区
ビ
ハ
ー

ラ
研
修
会
（
鷺
森
別
院
）

２
月
22
日　

布
教
団
連
続
法
座

（
鷺
森
別
院
）

２
月
28
〜
３
月
１
日　

門
徒
総

代
会
役
員
研
修
（
京
都
）

３
月
４
日　

勤
式
講
習
会
（
鷺

森
別
院
）

３
月
４
〜
５
日　

得
度
習
礼
講

習
会
（
鷺
森
別
院
）
、
第
３
ブ

ロ
ッ
ク
仏
教
壮
年
会
連
盟
連
絡

協
議
会
（
京
都
）

３
月
18
日　

仏
教
壮
年
会
連
盟

理
事
会
（
鷺
森
別
院
）

１
月
27
日　

寺
族
女
性
会
新
年

会
（
未
定
）

２
月
未
定　

寺
族
女
性
会
例
会

（
教
應
寺
）

３
月
未
定　

寺
族
女
性
会
例
会

（
専
光
寺
）

３
月
未
定　

組
実
践
運
動
推
進

協
議
会
（
未
定
）

１
月
15
日　

第
16
期
門
徒
推
進

員
養
成
連
続
研
修
会
⑪
（
浄
福
寺
）

１
月
25
日　

寺
族
婦
人
会
例
会

（
会
場
未
定
）

２
月
５
日　

組
内
会
（
西
往
寺
）

２
月
初
旬　

仏
教
婦
人
会
役
員

会
（
法
専
寺
）

２
月
中
旬　

門
徒
総
代
会
研
修

会
（
万
福
寺
）

２
月
下
旬　

仏
教
壮
年
会
研
修

会
（
浄
福
寺
）

３
月
５
日　

第
16
期
門
徒
推
進

員
養
成
連
続
研
修
会
⑫
（
西
往

寺
）

３
月
中
旬　

組
実
践
運
動
推
進

協
議
会
（
万
福
寺
）

１
月
８
日　

第
４
回
組
内
会

（
慶
圓
寺
）

１
月
19
日　

寺
族
新
年
会
（
萬

波
）

１
月
28
日　

第
12
期
門
徒
推
進

員
養
成
連
続
研
修
会
④
（
正
恩

寺
）

２
月
４
日　

組
実
践
運
動
推
進

協
議
会
（
教
願
寺
）
、
和
歌
山

北
組
新
年
会
（
未
定
）

２
月
26
日　

第
５
回
組
内
会

（
慶
圓
寺
）

３
月
４
日　

第
12
期
門
徒
推
進

員
養
成
連
続
研
修
会
⑤
（
正
光

寺
）

２
月
25
日　

加
茂
組
キ
ッ
ズ
サ

ン
ガ
（
西
福
寺
）

２
月
未
定　

坊
守
会
（
未
定
）

１
月
21
日　

第
３
期
門
徒
推
進

員
養
成
連
続
研
修
会
②
（
光
徳

寺
）

１
月
28
日　

実
践
運
動
人
権
啓

発
推
進
僧
侶
・
寺
族
研
修
会

（
了
賢
寺
）

３
月
９
〜
10
日　

伝
灯
奉
告
法

要
団
体
参
拝
第
２
班
Ｂ
コ
ー
ス

（
本
願
寺
・
山
中
温
泉
）

３
月
10
日　

伝
灯
奉
告
法
要
団

参
第
２
班
Ａ
コ
ー
ス
（
本
願
寺
）

３
月
25
日　

第
３
期
門
徒
推
進

員
養
成
連
続
研
修
会
③
（
西
法

寺
）

期
日
未
定　

実
践
運
動
推
進
僧

侶
研
修
会
（
未
定
）

２
月
５
日　

組
実
践
運
動
推
進

協
議
会
（
円
照
寺
）

３
月
５
日　

門
徒
総
代
会
総
会
・

研
修
会
（
大
光
寺
）

１
月
未
定　

組
内
会
（
称
念
寺
）

３
月
下
旬　

組
仏
教
婦
人
会
連

盟
総
会
・
研
修
会
（
教
蓮
寺
）

２
月
４
日　

総
代
会
後
期
研
修

会
・
布
教
大
会
（
蓮
専
寺
）

２
月
25
日　

組
内
会
（
即
生
寺
）

３
月
４
日　

日
高
組
「
御
同
朋

の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
実
践

運
動
委
員
会
（
即
生
寺
）

３
月
12
日　

日
高
組
専
如
門
主

伝
灯
奉
告
法
要
団
体
参
拝
（
本

願
寺
）

３
月
25
日　

組
会
（
未
定
）

２
月
25
日　

組
実
践
運
動
推
進

協
議
会
（
日
高
別
院
）
、
懇
親

会吉
田
廣
子
（
和
歌
山
東
組
正
善

寺
・
前
坊
守
）
11
月
１
日

１
～
３
月
の
催

月
の
催
し

コウ

ル

ジッ

ポウ

し
ゅ
し
ょ
う   

え
ご   

し
ょ
う 

き








